
ネネッットトワワーーククシシスステテムムのの最最適適設設計計

・情報通信ネットワークの高速大容量化、省電力化、コスト削減等
・その他、情報通信ネットワークに限らず、システム保守運用、イベントスケジューリング、
配送システム等の、様々なモデルの最適設計へ応用可能

・グラフ理論、待ち行列理論、最適化理論等の理論に基づいて対象とするシステムの解析、
最適化等を行う

・シミュレーションベースだけでなく理論解析に裏付けられたシステム設計が可能

我々の研究室では、インターネットに代表される
情報通信ネットワークに関して、伝送効率改善や
省電力化といった、より良いネットワーク環境を構
築することを目的として研究を行っている。研究は
複数の理論を用いて行うが、例えば図1に示され

る巡回セールスマン問題に代表されるような、最
適化理論がある。これは、すべてのノード（点）を
一度ずつ回る経路を考える有名な最適化問題で
あるが、このような最適化問題を応用することで、
ネットワークシステムの最適設計を行っている。
図2はネットワークにおけるルーティングの最適

設計の応用例であり、トラフィック負荷が特定のリ
ンクに集中しないような経路選択が理論的な裏付
けのもとに可能となる。他にも、ネットワークにお
ける資源配置、トラック輸送経路やスケジュール、
ジョブスケジューリング、システムの保守運用の
最適化等、ネットワークに限らず、様々なシステム
に応用可能である。
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